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矢島國雄*
1は じめに
昨年の9～10月 、放送大学 の番組制作 のた
めに、 イギ リス、スウェーデ ン、アメ リカ東
海岸 の博 物館 を取 材す る機会が あったが 、こ
の折 に、野外博物館 の原点で あるスカ ンセ ン
と、アメ リカにお ける野外博物館の一つ のモ
デル とな って いるプ リマ ス ・プラ ンテーシ ョ
ンと を訪 れ ることがで きた。
と もに世界的 に有名 な歴史 ・民俗の野外博
物館 であ る。特 に、スカンセ ンについて は、
すで に多 くの方々 の紹介があ り、博 物館の内
容、何 が ど う展示 されているか とい うこ とは、
改めて述べ る まで もない ところであ ろう。た
だ、資料 その もの については詳 しい とはい う
ものの、博物館 と しての思想 、その活動 の基
本的 な理念 の問題 では、必ず しも十分に意が
尽 くされ ている紹 介には乏 しい ような気 がす
る。そ こで 、今 回の取材 を中心 に、 この二つ
の博 物館の考 え方 と、それに沿 って、 どの よ
うな博 物館活動が 行われているのかにつ いて
レポー トしたい。
スカ ンセ ンで は、館長のエ ヴ ァ ・ノルデ ン
ソ ン さん を は じめ と して、歴 史 ・文化 部 の
マ ッツ ・ヨンソ ン、ラルフ ・イーデ ンハ イム
の お二 人か ら貴重 なお話 を伺 う とと もに、園
内 の 自由な取材 をお許 し頂いた。 プ リマ ス ・
プラ ンテー シ ョンでは、広報担 当のパ ウラ ・
フィシ ャー さんに お世話に なった。記 して感
謝 の 意 を 申 し述 べ る。 また、 放 送 大 学、
NHKエ デ ュケー シ ョナ ルな どの ス タ ッフに9
も大変 にお世話 にな った。
2ア ーサ ー ・八 七 リウスの構想 とスカンセ
ン(Skansen)の創設
ス カ ンセ ンはスウェーデ ンの首都 、ス トッ
クホ ルムに、1891年にアーサ ー ・ハ セ リウス
(ArturHazelius)(1)によって開設 された世
界最初の野外博 物館であ る。
19世紀中頃か ら、ス ウェーデ ンに も工業化
の波が及び、 自然や伝統的 な農村の文化が急
速 に破壊 され、変質 してい く。世紀末 にか け
て工業 化の波は ます ます強 くな り、ス ウェー
デ ンは北 欧最大 の工 業国 とな ってい くが、 こ
の時期 に、 『古 き良 きスウェーデ ンや農 民』
を謳 い挙 げる とい った、ナ シ ョナル ・ロマ ン
テ ィシズム と呼 ばれる芸術運 動が盛 り上 が っ
た。 アーサ ー ・八七 リウス もこの運動 の推 進
者 の一 人で あったが、彼 は、特 に、伝統 的な
農村 とその豊 かな民俗文化 が失 われてい くこ
とを深 く憂 い、 その収集 と保存 に立 ち上 が っ
た人で ある。
八七 リウスは、 まず 、失 われつつ ある各地
の民俗文化財 を収集 し、1873年には北方博物
館(Nordiskamuseet)を創 設 す る。 この北
方博 物館の創設 に結 びつ いた収集活動 は、単
に〈 もの〉だけで な く、古 い歌 や民話の伝承
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北方博物館
者、あ るいは民俗 舞踊の担い手た ちとい った
〈 ひと〉 と、 その属人的 な技芸 もが含 まれて
いたところに特色が ある。
この博物館 において、八 七 リウスは、単 に
く もの〉 をそρ まま並べ て見せ るばか りでな
く、民俗 衣装 であれば これをマネキ ンにつけ
させ て展示す ることや、〈 もの〉 とく もの〉
とを組み合わせて情景 を作 り上げ るような展
示の工夫 を行 って いる。彼 は、当時盛んであ っ
た万国博覧会の展示の手法 に深い関心 を払 っ
て お り、彼 自身 も、パ リの万国博覧会への ス
ウェーデ ンの出展 にあたって民俗文化 の展示
を担 当 し、時代室(PeriodRoom)(2)の手法
に 優 れ て い た と い わ れ て い る(Alxander
1983"MuseumMasters"AASLH)。
・八七 リウス は、 この民俗文 化財 の収集過程
で、か な り早い うちか ら野外博 物館の構想 を
抱いていた ようで、 スカ ンセ ンが実現す る6ド
年 前、1885年 に は す で に モ ー ラ 農 場
一25一
(Moragarden)を買い取 っている。当時、
彼は 『スウェーデγ第一の乞食』とあだ名さ
れたほどで、新興産業主などの富裕な階層に、
古きスウェーデンの貴重な文化遺産の保存を
説き、資金的な援助を仰いでいる。産業主た
'ちの多 くも
、ス トックホルムの急速な都市化
の中にあって、いわば潤いのある文化的な事
業に対する期待 を抱いていたように思われる
し、ナショナル ・ロマンティシズムの運動が
作 り上げていた時代の雰囲気もあって、八七
リウスに多額の資金的な援助をしている。
こうして、1891年、王室の狩猟園であった
ユールゴルデン島のスカンセンの地に、ス
ウェーデン各地の農家を移築 した野外博物館
が開園されたのである。
八七リウスの構想 したスカンセンは、単に
建物 を移築して見せ るというものではなく、
そこでの生活をそのまま復原しようとするも
ので、しかるべき動植物も配置 し、農場での
さまざまな仕事もそのまま見せるというもの
であった。つまり、スカンセンに移築された
建物の内外で、家畜の飼育や農作業、日常的
な家庭内での仕事を、実際に伝統的な方法で
行って見せるというものであった。そして、
これを行う人達は、'伝統的な衣装 をつけ、解
説員としての役割も持たせ、また、季節ごと
の祭 りや伝統的な舞踊、音楽、民話の語 りな
どの実演者としての役割を担うものでもあっ
た。
この八七リウスの構想は、今 日もスカンセ
ジではそのまま受け継がれ、「建物やこれに
付属するさまざまな物質文化 と、そこに伺わ
れる伝統技術や美意識 を見せることと、保存
すること」、「環境 としての動植物を、農場な
どの生活と直結 している部分や、より包括的
な北欧の自然環境の両者を示 し、人間の生活
にとっての環境 とそれ との関わ りを示す こ
と」、「人 とその属人的 ともいえる技術や芸能
を見せること、保存 し、伝承すること」の三
つがその柱 となっている。
3ス カンセ ンの今 日の活動
今 日の ス カ ンセ ンの 組 織 は、8部 門 の
Department、すなわ ち、資産 ・人事管理の総
務 部、歴 史文化展示部、動 物展 示部 、事業部 、
販売 部、公 園部 、保 安警備部 、建築部 か らな っ
て いる。 さらに、 このほ かに、広報担 当部 が
置 か れ、 これ を含 むすべ てのDepartmentの
長 に よって構成 され る会議(StaffMeeting)
が、館長 とともに具体的 な活動政策 を決定す
る も の と な っ て い る。 そ して、Academic
Staffと呼 ば れ るCuratorは、文化 展 示部 、
動物展 示部 を中心 に専 門的な研究者 として配
置 され、動物展示部 、公 園部 、建築部 には飼
育 、造 園、建築 な どの技術者が配置 されて い
る。専 任 の職員 は総 数150名であ るが、事 業
部 の行 う各 プ ログ ラムの ため の臨 時的 な ス
タ ッフ は、夏 季 の活動の集 中期 には500人に
ものぼ る。 これ らの人達 は、ボ ランテ ィアで
あ った り、期間雇用 の職員で あった りす るが、
いずれ もス カ ンセ ンの活動 を支持 し、 さらに
それを豊 か なもの に して いこ うとす る意欲 と
意識 を持 った人 々で あ り、 この人達 を欠い て
はスカ ンセ ンの活動 は成 り立たない との こと
であ った。 これ らの人々 は、それぞれの技能
や適性 によって、その部所 、役 割が決め られ
る。
た とえ ば、1990年秋の 『職 人デー』 で見る
と、街並(Stadskvarteret/TheTownQuarter)
の それぞれの店で は、通常 はス トックホルム
市内 でそれぞれの仕事 について いる人た ち20
人が 、伝統 的 な衣装 に身 を包み、伝統的 な道
具 と技術 、方 法で、18～19世紀の製パ ン、印
刷 、製本 、彫 金、製陶、木工 、ガ ラス吹 きな
どを実演 して見せ ている。 この 日は、 さらに
町の雰囲気 を作 りあげるために、同 じく伝統
的 な衣装 をつ けた警官 、辻音楽 師、街 の人た
ち30数人が配置 されている。街の人 たちには
老若男女 さまざまな人 たちが扮 して いるが、
これ らの 人々 は、 スカンセ ンのス タ ッフとそ
の家 族 や、 この プ ログ ラムの ため のボ ラ ン
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ティアなどである。子供たちの演 じている遊
びも当時のもので、これを見る大人たちの微
笑みを誘 っている。
年間を通 じての活動のすべてに触れること
ができたわけでもなく、訪れた時期は、どち
らかというと特別なプログラムの少なくなっ
た秋であったが、八七リウスが着目したくひ
と〉の重要性 を認識するには十分であったと
思われる。
こうしてみると、八七リウスは、北方博物
館や万国博覧会での経験 をもとにし、ものを
見せ るにあたってできるだけ生 き生 きとし
た、血の通った見せ方を追求 したとはいえま
いか。スカンセンの構想の最初から、〈ひと〉
が重要な意味を持っていたのである。今 日、
博物館の教育活動の中で、〈ひと〉がくひ
と〉に対面して行 うプログラムの持つ教育効
果の高 さが常にとり上げられているが、八七
リウスはすでに19世紀末の段階でこのことを
明確に意識 し、しか もそれを全面的に博:物館
活動に採 り入れたところに、その非凡さの一
面が伺える。
このスカンセンには、スウェーデンの北か
ら南 までの各地域の伝統的な建築物が移築さ
れている。その中心 となるのは、何 と言って
も農場である。これらの農場では、そのほと
んどにそれぞれの地方の伝統的な民俗衣装を
つけたガイ ドが配置されており、これらのガ
イドは糸紡ぎ、刺繍、機織 りなどの実演をし
ながら、それぞれの地域の農村の生活につい
て語 り、また質問に答えている。こうした各
種の実演に使用する素材 も、その一部分はス
カンセンの中で、つまり農場で、実際に生産
されているものでもある。そうした生産の様
子 も、特に、家畜やハーブなどについては、
このスカンセンで見ることがで きる。スカン
センでは、建物を移築 しても、その内外の家
具調度や付帯的なものを切 り離 してしまった
り、内部を単なる物質文化の展示場所として
しまい、もともとの建物内部の様子とは程遠
街の小広場
(スカンセン)
製本屋
(スカンセン)
モ ー ラ農場
(スカ ンセ ン)
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いものに して しまっているような ものはな
い。付帯的な建物 ・施設などを含み、その内
部も、 もともとのそれぞれの生活に使用 して
いたような形に種々の家具調度 を備 えて復原
するというポリシーが明確である。確かに、
まったくもとのままというわけではない部分
も存在する。各種の物質文化の展示のために
使われている部分 も存在 し、もともとの部屋
の機能やその調度ではないものが加 わった
り、あるいは本来ならば隠れているものを表
に引き出 しているといった部分 もある。しか
し、そうした部分 も、節度のある計算と計画
に基づいており、むやみに全体の作 り出す効
果 を妨げない配慮がなされている。
伝統的に、博物館 というのは各地のく も
の〉 を集め、これを展示するものである。こ
の意味では、スカンセンも、集めたものが一
つの建物の中に収容されていないというだけ
で、スカンセ ンという空間に集められ、展示
されていることでは変わらないといえる。こ
うした野外博物館は、このスカンセンを嗜矢
として、その後 ヨーロッパ各地、ついでアメ
リカへ と拡が り、 日本において も各地に成立
している。 しか しそれらの うちの相当に多 く
のものが、スカンセンの創設にあたってハセ
リウスが構想 した野外博物館の姿に及ばない
ところにとどまっている。
これにはい くつかの理由があろう。 日本の
場合でいえば、スカンセンを見た渋沢敬三た
ちによって、民家集落の野外博物館が構想さ
れ、大阪の服部緑地に作られた ものが最初で
あるが、この時には、何よりもまず、建築学
的、民俗学的に重要な資料という観点か らの
収集 と保存で手一杯であ り、スカンセ ンのよ
うな生 き生 きとした博物館活動を行 うところ
までは至 らなかった。これは、その保存が誰
のためのものであるのかが十分に論議されな
いままに行われたからのように思われてなら
ない。保存のために努力された方々の労を否
定するものではないが、活用の具体的な理念
とプランを持たない保存が、今日の日本の民
家などの移築展示のあ り方を規定してきてし
まったとはいえまいか。
建物は移築されても、そこにおいて使われ
ていた家具調度類は必ずしも収集 されていな
かったり、建物 も母屋は移築保存 されても、
付帯的な施設 ・設備は移築 されないままに終
わっていたりする。また、建物は移築 されて
も、その多 くが、その建物 を取 り巻いていた
環境 を、あまりにも無視 したとしかいえない
移築に終わってしまっているものが多いとは
いえまいか。このような移築展示では、せ っ
かく移築 され、保存され、公開されていても、
それは単に建築の展示であり、そこで生活し
ていた人々の暮 らしの様子や文化 を感 じさせ
ないものであったり、あるいは感 じにくいも
ので しかないのではなかろうか。せ っかくの
移築展示であれば、建物そのものの保存上に
問題がなければ、これをより有効に活用 し、
民俗文化の生 き生 きとした展示をここにおい
て実現 していくべ きではなかろうか。そうす
ることによって、こうした民俗文化財の保存
の意識をも培い、高めていくことがで きるも
のと思われる。
4プ リマ ス ・プ ラ ンテー ション(Plimoth
Plantation)
ス カ ンセ ンが スウェーデ ン各地の民俗文化
を見せ るために、現存 して いた もの を移築 し
た建物群 によって構成 される野外博物館 であ
るの に対 し、 プ リマ ス ・プラ ンテーシ ョンは
歴史的、考古学的 な集落 を、調査 と研究 の成
果 に基づい て、今 日復原 し、整備 した野外博
物館であ る。
周知の よ うに、1620年、 スチ ュアー ト朝絶
対王政下の イギ リスか ら、信仰の 自由を求 め
て メイフラワ一号で新大陸 に渡 った清教徒 た
ち は、 プ リマ ス(Plymouth)に上 陸 し、 こ
こに自分 たちの村 を築 いた。この遺跡 自体 は、
今 日の プ リマ スの市街 地 に呑 み込 まれ て し
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まってい る。プ リマ ス ・プラ ンテーシ ョンは、
本来の清教徒 の植 民村の作 られた地か らは約
11㎞ほ ど離 れた所 に復原 された ものであ る。
とはい え、その敷地 は、清教 徒た ちの最初の
上陸地点であ るプリマス ・ロ ックを含 む地域
であ る。
この、 まった く全て を復原制作す るこ とに
よって成 り立 ってい る野外 博 物館 、 プ リマ
ス ・プラ ンテーシ ョンが どのよ うな ものであ
るのか、その概要 をガイ ドブ ックか ら引用 す
る と、
プ リマス ・プラ ンテーシ ョンは17世紀
のプ リマス を生 き生 きと再現 した博 物館
(thelivingmuseumof17th-century
Plymouth)であ る。そ の主要 な展 示 は、
'
1620年に清教徒 た ち(Pilgrims)を新 世
界 に運んだ船の原寸大の復原船であ るメ
イフラワ一且世号、1627年当時の清教徒
たち の村、 この 地 の原住 民 で あ るイ ン
デ ィア ン、ワ ンパ ノアグ族(Wampanoag)
の村 からなる。
メイフラワ一号 の船上 と1627年の清教
徒 た ちの村 に は、当時 の移 民 と して分
か っ て い る 人 々 を 写 し た 解 説 員
(lnterpreter)がい る。彼 らは、当 時の
衣装 をつけ、当時 の英 国風 の言葉 を話 し、
17世紀の 日常 の決 まった仕事 を してい る
のだが、訪れ るひとたち と当時の政治、
経済、宗教、家事、農作業、'医薬 といっ
た事が らについて、生 き生 きと した議論
を交 わす こと もその仕事であ る。 ワ ンパ
ノアグ族の村で は、ワ ンパ ノアグ ・イ ン
デ ィア ン ・プ ロ グ ラム の ス タ ッフ が、
ニュー ・イ ングラ ン ド南東部の原住民 の
文 化 や伝統 的 な工 芸 な ど を紹 介 して い
る。
とな っている。
こ の プ リマ ス ・プ ラ ンテー シ ョンはヘ ン
リー ・ホー ンプロ ワーII世が1940年代 末 に創
設 した もので、 『清教徒 移民 たちが いか に生
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きのび、その初期においてどのようなことを
なし遂げたものであるのかを、生き生きと示
したい』というのがその構想であった。当初
は、17世紀風の建物を復原 し、ここにマネキ
ンを置 き、解説を施す といった方法、つまり
は時代室的な方法による展示が行 われてい
た。これは、清教徒たちの残 した文献的な記
録に主として依拠 した復原であったといえる
ものであるが、今 日から見ると、その内容は
多 くの問題があった し、不十分な もので も
あったといえる。
初期移民の研究の進展に伴い、また博物館
教育に関する考え方の変化によって、この方
法による展示は、1969年にはすべて破棄され
た。
これには、1960年代の半ば以降の、考古学
的な調査と研究の進展によって、この時代の
建物や集落の様子が明らかとな り、また、そ
うした集落での人間の活動が考古学的にも復
原 されるようになってきたことが、大きな要
因として特筆 されな くてはならない。プリマ
ス ・プランテーションでは、ブラウン大学の
人類学 ・考古学の研究室、大学院との共同的
な調査研究の体制と実習プログラムを作 り、
清教徒移民集落の歴史的、考古学的、文化的
復原を追求 してきている。これによって、今
日見られるような集落景観、つまり、集落を
取 り囲む柵列、建物 とその付属的な施設、家
具調度、家屋に付属する菜園や家畜の飼育、
そ して柵列の外に広がる耕地などが復原され
て きた。さらに、文献的な調査の進展に、考
古学的な研究の成果 を加えてい くことによっ
て、清教徒移民集落での、当時の日々の生活
の具体的な内容 と、季節的な行事、あるいは
祭礼 ・葬送などの行事の様子なども復原され
るにいたっている。
こうした調査 ・研究の進展を受けて、プリ
マス ・プランテーショ≧では、研究の成果に
立脚 して科学的に正確な復原の可能なものは
すべて復原 していくという方向を明快にとる
メ イ フ ラ ワ ー
1世 号
プ リマ ス ・
プ ラ ンテ ー シ ョ ン
領 事(イ ンタ ー プ リ ター)
に よ る解 説(プ リマ ス ・プ ラ ン テ ー シ ョ ン)
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ことになる。〈ひと〉もこの例外ではない。
かつての展示において置かれていたマネキン
とガイ ドから、清教徒移民集落に暮らしてい
た特定の人物たちに扮 し、実際に当時の生活
と文化を演ずる者であ り、同時に、当時の生
活 と文化 を解説 ・通訳する者 としてのイ ン
タープリター(lnterpreter)を配置すること
に変えたのである。このインタープリターた
ちは、演技者としての資質と技能を要求され
るものであ り、また同時に、ガイド・通訳者
として、当時の大西洋を挾む両側の政治、経
済、宗教、言語、衣食住をは じめとし、個別
プ リマス ・プランテーションに関することな
ど、極めて多様で広範な知識が要求される。
このために、キュレターや共同研究を進めて
いる大学のスタッフたちによる長期の訓練プ
ログラムを終了 して、初めて役割につ くもの
で、この人たちの持つ清教徒移民 とその生活、
文化に関する知識はなまなかなものではな
い。インタープリターたちの体験 を通じて、
修正や改訂が求められた復原も、数多いと聞
いた。
プリマス ・プランテーシ ョンの場合には、
前館長であった著名な考古学者ジェームズ ・
ディーッ博士の言葉にあるように、『当時の
人々の人生に含まれていた日々の決まり切 っ
た仕事 をしている人たちが実際に生 きている
コ ミュニティーとしての村 を見せる』 ことが
そのねらいであり、このためにすべてを復原
して作 り上げているのである。そこには本当
の意味での古いもの、実物の資料はない。研
究に基づ く精巧な復製品と役割を演ずるくひ
と〉によって、17世紀の移民の集落が復原 さ
れているのである。すべてが複製であること
によって、博物館資料が宿命的に持つ保存 と
いう面での問題が発生せず、インタープリ
ターたちが演ずる日々の仕事による汚れ(特
に家畜の給餌、排泄などによるものなど)や
消耗 も問題にせずに済むばかりでなく、ここ
を訪れる人たちが、椅子に腰掛け、台所の道
具をいじり回したりしても問題はなく、むし
ろそれを奨励することす ら可能 となってい
る。
5プ リマス ・プ ランテーシ ョンの組織 と教
育活動
この プ リマ ス ・プ ラ ンテ ー シ ョンの組 織
は、1990年5月の時点で、 メ ンバ ーシ ップの
管理 と拡大(これは財政基盤の問題で もあ る)
と広報 ・市場調査部門 を含 む執行部 、事業 ・
維持 管理 ・警備 部 門、学 芸部 門(Curatorial
servicesdivision)、博 物館活動 部門(Museum
operationsdivision)とか らな る。 この うち、
学芸部門 は25人か らな り、農業展示 、収集品
管理、園芸、解説技能者、衣装 の5つ のセ ク
シ ョンに別 れてい る。 この うち、Curatorは
3人 で あ る。 そ の ほ か は ア シ ス タ ン ト
(Curatorialassistant)と専 門 技 術 者
(Specialist)からな る。 また、博 物 館活 動
部門 は、公共 プログラム、植民地時代担当の
解説活動、教育、 プログラムサ ービス、来館
者サー ビス、調査 ・出版、 アメ リカ原住民担
当の解説活動の7つ のセ クシ ョンか らなって
お り、34人の体制 である。解説活動のセ クシ ョ
ンに属 す るインタープ リターは季節雇用のス
タ ッフが中心であ り、1990年で は、57人が挙
げ られてい る。これ らのイ ンタープ リターは、
単 な る季 節的 アルバ イ トとい うわけ ではな
く、ほ とん ど固定 的 とな ってい るメ ンバー と、
ブ ラウン大学な どの学生や大学院生で、プ リ
マス ・プ ランテー シ ョンと大学 とが提 携 して
いるプロ グラムに従 って来 る者たちで、イ ン
タープ リター を勤める一方で、歴史 ・考古 ・
人類学 な どの調査 や研 究 を行 ってい る著たち
である とい う。このほか ミュー ジアム シ ョッ
プや ビジ ターサー ビスの季節雇用者が33人と
なっている。 これにはボ ランテ ィアは含 まれ
ていない。 腎
博物館活動 と総称 される もの には、内的な
充 実 や基 盤 を構築 して い く調査 ・研 究や 収
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集 ・保存活動 も含 まれるが乱一般の人々の目
に触れる博物館の活動 とい うのは、博物館が
外に向かって投げかける活動の部分である。
これ をプ リマ ス ・プ ラ ンテー ションでは
ミュージ ア ム ・オペ レー ション(Museum
operations)と呼んでいる。 この全体は広い
意味での教育活動に関わるもので、その具体
的なプログラムは、一般入場者向け、団体で
の予約利用者向け、友の会 ・維持会員向けな
どのそれぞれが多様に用意 されている。この
ほか、小中学校へのスタッフの派遣プログラ
ムや大学 との提携 プログラムなどがある。
特に、ここで強調しておきたいのは、イン
タープリターのプログラムで、これはなんら
特別なものではな く、日常的に実施されてい
るものである。一年を通じて、このインター
プリターたちは、展示そのものの一部を構成
しなが ら、同時に、解説 ・通訳者として来園
者に接 しているのである。 ここで会 うイン
タープリターたちは無個性なガイ ドではな
く、清教徒移民のブラウンであ り、ピリント
ンであ り、ホプキ ンスなのである。このよう1
な具体的な歴史上の人物に〈ひと〉が扮 し、
村の生活や仕事までもが17世紀初頭の ものを
復原するとい う徹底 したや り方には、あるい
は研究者からは異論が差 し挟まれる余地があ
ろう。 しか し、この復原は決 していいかげん
なものではなく、あくまで も科学的であろう
と努められている。おそらくは、現在 までの
調査 ・研究では不確定の部分 も含みながら、
蓋然性、そして高い可能性の領域にまで、そ
の復原は及んでいるものと見 られるが、その
復原に多少の行 き過ぎがあったとしても、そ
れを補って余 りある教育的な効果が期待 され
る し、現に、アメリカの国民に圧倒的な支持
を受けている。
先に見たスカンセンの場合でも、民俗衣装
をつけたガイドの教育的な有効性の大きさに
注意 したが、'プリマス ・プランテーションの
場合には、より徹底してく ひと〉それ自身が
展示の重要な部分 を構成するとともに、解
説 ・通訳者 として極めて重要な役割を果 し、
また高い効果 を挙げていることを見ることが
で きる。
6博 物館における第一線の教育スタッフ
これまで見てきた二つの野外博物館 ばか り
でなく、欧米の博物館では、相当に数多 くの
博物館において、スタッフが来館者に対 して
直接対面する形で行われる教育プログラムが
多数用意されている。いうまでもなく、〈ひ
と〉対くひと〉の暖かさや、機器にプログラ
ムされたものとは異なるフレキシブルで、 き
め細かな対応がで.きることなどか ら、その有
効性は早 くから指摘されていた。また、博物
館利用者の側からも、こうしたプログラムは
支持されていた。 しか しなが ら、1970年代に
至って、博物館の教育性に対する見直 しの気
ワ ンパ ノア グ族(イ ン ター プ リ ター)の 演 示 と解 説
(プリマ ス ・プ ラ ンテ ー シ ョ ン)
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メ イ フ ラ ワ ーD世 号 上 の 船 員(イ ン タ ー プ リタ ー)
運が高 まるまで は、欧米で も、一部の館園で
数少 ない プログラムが実施 されてい たにとど
まっていた。
博 物館 の中心 はCuratorであ り、博 物館 と
はそ のCuratorの研究 の成果 に基づいて展示
が行 われ るものであ ることには変わ りはない.
が、 それ まで、Curatorは、いわ ば展示 を作
りっ放 しで、それが一般の人た ちにどう受け
止め られてい るか とい うことにはあ ま り関心
を示 して こなか った。そ して、博物館教 育の
担 当者 は、 出来上 が った展 示 を 自分 な りに
使 って教 育 プログラム を作 り、進め るだ けで
あ った といえ る。 ここには、十分な協力関係
は無 く、教 育担当者 を、単 なる学説の祖 述者
として しか捉 えていない意識があ り、教 育部
門 を学芸 ・研 究部 門 よ り一段下の もの と見 る
傾 向が強 く存 在 していた(日 本の現 状は、 ま
さにこの段階 を出 てい ない)。この ため に、
博物館 のス タ ッフの中 に、第一線の専門の教
育 担 当 のス タッフ も少 なか った こ とな どか
ら、なかなか多様 な、手のかか る教 育プ ログ
ラム を実施 してい くことがで きに くか った と
いえ る。
ところが、1960年代後半 か ら、ICOMや欧
米の博物館界 では、博物館 の理念 の見直 しが
進め られ、生涯学習 の一つ の中心的 な機関 と
して博物館が位置付 け られ、 その本来の理念
と目的の達成 のため には、博物館教育の充実
が最優先 されるべ き課題で ある との認識が、
大 き く前面 に登場 して きた。 そ して、これ を
受 けた博物館組織の見直 しが進め られ、教 育
部(Educationdepartment)の独 立 と、 この
部 門の専 門性 は、Curatorのそれが各専 門科
学 にあ るの に対 して、教 育 や対 人 コ ミュニ
ケ 門シ ョンにあるとす る考 え方が強調 され る
ようになって きた。組織の見直 しは他の面 で
も進 み、 展 示 制 作 もそ の学 術 面 の 責任 を
Curatorが引 き受 け、見せ方 の技 術 やその教
育 的 な'利 用 の 側 面 はDesigner、
Communicator、Educatorなどが 引 き受 け、
これ らの人 々の共同的 な検討 を経て展示制作
が行われ る方向が明確 になって きた。
独立 し、学芸 ・研究部 門と同格 に引 き上 げ
られた教育部 門は、訓練 したボ ランテ ィアや
期 間雇用 のス タッフ を充 実す るこ とに よっ
て、特 にく ひと〉対く ひと〉の教育 プログ ラ
ム に力 を入れ るようになって きた。伝統 的な
ガ イ ドツァーは ドーセ ン ト(Docent)プログ
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ボス トン科学博物館
デ ィスカバリーセンター
ボストン科学博物館の
演出的な展示解説
ボス トン子供博物館の
インタープリターによる幼児
のための教育活動
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ボス トン科学博物館の生きた動物(蛇)を 使った解説
ラムとしてどこでも増加 した。また、デモ ン
ス トレーションや演出的な解説プログラムが
各地で取 り入れられるようになって もきてい
る。
そして、特に興味深いのは、こうした来館
者に対面するガイド、解説者をインタープリ
ター(lnterpreter)と呼ぶ ことが多いことで
ある。文字通 り展示やそれを使 っての教育活
動において、展示 と積極的に結びついて、そ
の中から自分の望む情報 をとり出せない者、
その方法がよく分からない者に対 して手助け
し、展示という形で表現されているものを噛
み砕いて解説する、伝える、あるいは発見を
手助 けするという役割として理解するという
考え方である。
翻 って、日本の現状 を見ると、〈 ひと〉が
介在する教育プログラムはまだそれほど数多
く実施 されているとはいえない。この原因は、
日本の博物館の組織 とそのスタッフの数の問
題に帰着 してしまう部分 もあるが、より根本
的には、博物館の理念 ・役割をどう受け止め
るか、そして、その実現のためにどのような
具体的な改革、改善をしてい くべきなのかが、
真剣に論議されないところにあるのではなか
ろうか。この議論を起こし、博物館を変えて
い くのは博:物館とその専門職員である学芸員
でな くては他にいないであろう。
(1)拙稿(Museologist5「近代博物館 とその展開
(2)1990)において,ア ル トゥール」ハザリウ
スとしたが,現 地での発音に近い形に改める。
(2)19世紀初頭期に成立 した展示手法で,情 景を
作 り出した構造展示ともいえるもの。特に博覧
会の見世物的な展示の演出法として発展してき
た。
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